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紹 介

平成 29 年度 動物愛護管理功労者表彰について

環境省では，動物愛護週間（9月 20～26日）行事の一環として，動物の愛護とその適正な管理の推進に関し，
顕著な功績のあった者（団体を含む）に対し，その功績を讃えるために，平成 13 年度から動物愛護管理功労
者として環境大臣表彰を行っている．平成 29 年度は，下記のとおり 2名の地方獣医師会関係者及び 1団体が
受賞され，平成 29 年 9 月 25 日，環境省第 1会議室において表彰式が行われ，とかしきなおみ環境副大臣から，
受賞者へ表彰状が授与された．
このたびの受賞は獣医師会関係者の日頃の取組みが高く評価されたものであり，全国の獣医師会をはじめ関
係者は，今後とも，国民からの期待に真摯に応える必要がある．

昭和 60 年～平成 5年に，ローカルラジオで家庭動物の
適正飼養の帯番組を企画・出演するとともに，和歌山県
獣医師会主催の動物愛護週間行事や，和歌山県主催の動
物愛護週間行事の企画・運営に携わり，県民の動物愛護
意識の高揚や適正飼養知識の普及啓発に貢献してきた．
平成 20 年には，和歌山県動物愛護推進協議会会長とし
て県の災害時の動物救護活動をはじめ動物愛護管理推進
計画の策定に尽力した．平成 28 年には，県獣医師会に
おいて地域猫への不妊去勢事業を県から受託できる体
制を整備し，事業実施により猫の殺処分数の減少に貢献
した．

功績概要

平成 12 年の三宅島噴火災害で動物救護活動に参加した
後，「人と動物の防災を考える市民ネットワーク アナイ
ス」を立ち上げ，活動を開始．被災地の実態調査等を継
続的に実施・整理分析し，講演会や大学での講義等を通
じて，災害に備えることの重要性について普及啓発して
きた．また，ペットとの同行避難を推奨するとともに，
「動物愛護対策」から「人道支援」へと自治体での体制
整備の切り口を変えていくことで，検討を進めやすい環
境を整備し，三宅島噴火災害，新潟中越地震，東日本大
震災，熊本地震では，救護活動本部の立上げ，シェル
ター設置，ボランティア活動のルール作り等に従事した
他，平時からの自治体での人材養成のプログラム整備等
に携わってきた．さらにマイクロチップの機能や効果，
全国自治体へのアンケート調査による普及率や飼主の意
識等の詳細を示したマイクロチップ専用サイトを先駆け
て開設．ペット保険会社のテキストに引用されるなど，
マイクロチップに関する正しい情報提供に貢献した．

功績概要

受賞者

平井潤子
（ NPO法人アナイス代表，公社東京都獣医師会事務局長）
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受賞者

玉井公宏
（公社和歌山県獣医師会会長）
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後列左より：環境省自然環境局総務課動物愛護管理室 則久室長，同省大臣官房　米谷審議官，同省自然環境局総務課　永島課長
前列左より：東京都獣医師会　平井事務局長，和歌山県獣医師会　玉井会長，とかしき環境副大臣，福岡県獣医師会　倉重専務理事

長年にわたり，福岡県と連携しながら動物愛護週間事
業，学校飼育動物支援事業，動物愛護情報誌発行，地域
猫活動支援事業などの動物愛護推進事業に積極的に取組
み，動物愛護管理行政に大きく貢献するほか，独自に地
域の要望により所有者不明猫の避妊去勢を行う「あすな
ろ猫事業」を実施し，地域における猫の過剰繁殖問題の
解決に貢献している．平成 25 年には，全国初となる災
害時派遣獣医療チーム（VMAT）を設立し，平成 28 年
の熊本地震の際に被災地に派遣．ペットに係る相談対応
や被災動物の治療などの支援活動は，メディアにも大き
く取り上げられた．平成 28 年からは VMATとともに
避難所やシェルター等で活動する災害時動物救護サポー
ター（ARS）の認定講習会を開催している．

功績概要受賞者（団体）

公社福岡県獣医師会


